
     
 
 
 
 
 

2/19 烏帽子帽子岩山～深山の滝 県道の崖から捨てられたゴミの回収 ７０リットル 
2/20  〃     ～  〃    〃 崖をよじ登って、ごみを回収。矢吹 宮岡    

2/21  〃        〃崖上の県道に杭を打ち、トラロープを張り、崖下は中国自然

歩道の標識を立てて、投棄車両が崖下に寄せられないように工夫 矢吹 宮岡 
2/29 「当会の募集のチラシを灰ケ峰で見た」 参加したいと 電あり、 土・日を除いて 

３/１の予定を天気の都合で繰り上げて、光平氏と二人で休山の古い側溝の整備 
   光平氏は、土・日は高校のバレーの指導のため参加が出来ないので例会以外に加勢を 

お願いした。また、焼山政畝の永宗氏 一人でせっせと中国自然歩道の「大庭山」の 
手入れを続けられている、例会には参加は参加しないが、会費を払うと 2000 円頂いた。  

3/01 ひろしま湾岸コースの休山 山頂から高天原神社方面 昔の側溝 玉石を使って立派 
なものだが、手入れが無く側溝に土砂や木の根が張り込み、苦戦、作業中に「フェニ 
クス」の会員３８名が登山に来られた「口々に お世話になります 有り難い」の言 
葉をもらう。                     矢吹 宇吹 田中 宮岡 
また、灰ケ峰の第一展望台・第二展望台に会報を釘止めと会員募集のチラシを補充 

 
３月４日 日曜日 例会 

 ところ 休山山頂から警固屋より ひろしま湾岸トレイルコース 広場のあ

るＷＣから高天原神社の方向（遊歩道） 
 
 参加者 広兼 田中 矢吹 石橋 木村（盛） 福馬 山村 宮岡 男性７名 女性 1 名  

  内 容 枝刈り（刈払機＝木村氏）刈払機＝ナイロンコードで宮岡 ブローァ＝広兼氏 
     長らく手入れが疎遠？ コースは 尾根伝いで海が見えて、ハイキングコースと 

して大変よいところ。予定は高天原神社までのつもりが、時間切れのため途中で

退却。山道のそばに８畳くらいの水平の大きな岩があり、阿賀町も見えて眺望好 

し、ここで休憩を取る 
     ○山村雄太君（２７歳） いつも重い籠をかついぎ゛籠の中にカメラを入れていた

ことを宮岡が忘れていたが彼が気づき、作業の途中でバックしてくれた、よく

気が付く感心な男。 
     ○田中氏 中通のマンションから室瀬町まで徒歩、途中で車に同乗、作業後の帰

りは一人でハイキングを楽しまれた 

次会の例会 3 月 17 日第三土曜日 灰ケ峰 第三展望台 ９時集合 七曲り方面の作業 

その次の例会４月１日日曜日 休山 本日の続き 高天原神社集合 ９時 
  山頂に行くには 大きな看板を左へ 高天原神社へ行くには、右 音戸方面 
 

＊ザ・ビック 毎月１１日 黄色いキャンペーン 当会のボックスに投函を依頼しましょう 
＊協賛 げんき快福堂（整体院）呉市広本町３丁目１８-１４ 73-7001≪たまき整形外科≫の２軒隣 
＊＊酒は東広島市で製造のもの ビールはアサヒビールを指定ください 森林ポランテイァの助成有り 
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崖下にいつもゴミの投棄あり、トラロープを張る  左から福馬 木村 田中 矢吹 山村 石橋 広兼 場所は右下です

 

崖下にゴミの投棄をされる箇所 杭とロープで自衛策  ナイロンロープで草刈り前 

 

古くから放置されていた側溝 土砂 木の根を撤去中  草刈後 広い広場のあるＷＣから高天原神社へ 

 

苦労して側溝の清掃を終えた  山頂に通じる遊歩道 見違えるようにきれいになった

し


